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ΔESTを小さくするためには、HOMO と LUMO を空間的に分断させるような分子設計が有効である。S1なら












Figure 1. TADF材料の励起子失活過程 
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と表せる。ここで、φHOMO および φLUMO はそれぞれ、
HOMO および LUMO の分子軌道を表す。また、r1






kr は S0-S1 間の遷移双極子モーメント μ10 と関係
し、一般に、μ10 が大きい分子は高い発光効率を示
す。μ10は S0 状態と S1 状態の電子波動関数の重な
り密度 ρ10を用いて 
   xxx
x
de  1010 
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て、HOMO と LUMO の重なり密度が大きい分子は
大きな krを示すと期待される。しかしながら、HOMO













図 2 に m-bisCzTRZ および p-bisCzTRZ の分子構造、HOMO ならびに LUMO を示す。p-bisCzTRZ は m-
bisCzTRZ の構造異性体であり、m-bisCzTRZ とはトリフェニルトリアジン部位とカルバゾール部位との結合位




Figure 2.  (a) m-bisCzTRZ および(b) p-bisCzTRZ
の分子構造、HOMOならびに LUMO  
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bisCzTRZ: 0.343 eV）。m-bisCzTRZ と p-bisCzTRZ




ゾールが導入された p-bisCzTRZ の方が、Cmの炭素に導入された m-bisCzTRZ よりも大きな LUMO の分布
を示すと考えられる。このように、トリフェニルトリアジン部位とカルバゾール部位との結合位置を変えるだけで、




光量子収率 （ photoluminescence quantum yield, 
PLQY）は 54%であった。図 4 にストリークカメラで測





PL の測定結果から PLQY の内訳を見積もると、300 K では 19.7%（= Φp）が蛍光、34.3%（= Φd）が TADF に
由来することがわかった。また、5 Kで測定したリン光スペクトルと蛍光スペクトルから、ΔESTは 0.09 eVと見積
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ここで、γ（= 0–1）ならびに ηout（= 0.2–0.3）はそれぞれ、有機 EL 素子のキャリア再結合確率ならびに光取出し
効率である。(3)式より、ηEQE = 7.2–10.8%と見積もられた。通常の蛍光材料を用いた有機 EL素子については
ηEQE = 5–7.5%であることから、m-bisCzTRZは通常の蛍光材料を上回る EL発光効率を示すと期待される。本







Figure 3.  トリフェニルトリアジンの分子構造ならび
に LUMO  
 
 
Figure 4.  6 wt % m-bisCzTRZ: DPEPO 共蒸着膜の
PL過渡減衰。 
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